平成２７年度一般講演・ポスター発表募集について
本会では、第３１回茶学術研究会総会・講演会において一般講演を以下のとおり募集しますので、是非ご応募下さい。

１　開催日　　平成２８年３月１４日（月）
２　場所　　ホテルアソシア静岡　３階「駿府Ⅱ」
〒420-0851　静岡県静岡市葵区黒金町56番地　JR静岡駅から徒歩1分

３　募集内容　　講演内容は茶の科学・産業及び文化について
　　　　　　　　　申込については、静岡県茶業会議所ホームページ（http://shizuoka-cha.com/）「新着情
報」にも掲載しております。
４　講演資格　 本会会員（新規加入者を含む）とし１人１題とする。

　　　　　　　　　 但し、学生に限り、本会会員の共同研究者がいる場合は応募を可能とする。
５　一般講演発表
１題につき発表１５分（質疑応答を含む）の発表とします。なお、講演補助機材として（ＯＳ：Windows7ソフト：ＭＳ-ＰowerPoint2013）とプロジェクターを事務局で用意しますが、その他は準備しませんので、ご了承ください。役員会(２月予定)にて採否決定後、後日事務局よりお知らせします。

（1）応募要領　 講演希望者は、別紙「講演会申込書」及び「講演要旨」を所定の期日までに投稿先まで送付下さい。
（2）講演要旨の書き方　　別紙「要旨執筆原稿ご案内」を参考にして下さい。
6 ポスター発表　

応募申し込みは、一般講演発表に準じ、「講演会申込書」（別紙）及び「講演要旨」を所定の期日までに投稿先まで送付下さい。ただし、会場のスペースの関係で発表者の制限を設ける場合があります。

(1)　枚数　１課題Ａ0版１枚以内

(2)　掲示　ポスターは、平成２８年３月14日（月）ＡＭ 11：00までに本人の責任で所定の位置に掲示下さい。事前にポスターの送付は不要です。

７　奨励賞の授与　　
一般講演・ポスター発表応募の中から、特に研究内容が優れているものには、奨励賞（副賞含む）を交付する。  但し、奨励賞の対象は、３５歳以下とする。
８　申込み方法と締め切り　
一般講演の申込は、平成２８年２月１日（月）までに、ポスター発表の申込は、平成２８年２月１５日（月）までに、事務局宛へお申し込み下さい


別紙

講演会申込書

（受付番号　　　　）

	演　　　　題
	

	演者氏名（ふりがな）
	
	年齢
	

	所　　　属
	

	連絡先（勤務先住所）
	〒

ＴＥＬ（               　 　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

ＦＡＸ（              　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  ）

E-mail（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	発表する方法に

○を記入下さい
	　1　講演発表

　２　ポスター


	講演内容
約８０～１００字程度にお願いします
	


要旨原稿執筆のご案内

1． 講演者は下記の原稿作成要領に従い、原稿を作成して下さい。
２．原稿の枚数は、図表等すべて含み２頁程度を目安に作成して下さい。
３．印刷原稿には、右上に鉛筆で通し番号を入れて下さい。
４．原稿は、下記事務局へ送って下さい。
送付先　〒420-0005　静岡市葵区北番町８１番地　静岡県茶業会議所内
                     茶学術研究会事務局
　　　　　　　　　　　　e-mail 　wbs01260@mail.wbs.ne.jp

ホームページURL http://shizuoka-cha.com/
 eq \o\ad(原稿作成要領,　　　　　　　　　　　)
（表題）　　　　１６ポイント文字（太字）
１行あける
（発表者）　　　１２ポイント文字
（所属・住所）　１２ポイント文字
１行あける
（本文）　　　　１２ポイント文字　３９字　４０行詰め
表題(太字の大文字)、発表者、所属は12ポイント文字Times New Roman

注：１．紙サイズはＡ４とする。
　　２．余白は上３５mm、下３０mm、左３０mm、右３０mmとする。
　　３．横書きとする。
　　４．表題は太字
（講演要旨記入例）
エピガロカテキンガレート(EGCG)誘導体の
非膜ウイルスに対する効果の検証
○田中伸幸1, 開發邦宏1, 2
(1株式会社プロテクティア、2阪大・産研)

【目的】

ノロウイルス感染は、他のウイルス感染と比較して、下痢だけではなく嘔吐を伴う症状が特徴的であり、乳幼児から高齢者に至る広い年齢層で急性胃腸炎を引き起こすことが知られており、集団感染や再感染も問題視されている。このため、抗ウイルス剤の適用が試みられているが、ノロウイルスが強い薬剤抵抗性を示し、有効な薬剤が存在しないというのが現実である。これは、ノロウイルスが、エンベロープを有さない非膜ウイルスであり、アルコールや高温に対して抵抗性が強く、また、乾燥や酸にも強い耐性を示し、水中でも長期間生存できるという性質を有していることが原因と考えられる。このため、非膜ウイルスであるノロウイルスに優れた抗非膜ウイルス効果を示す新たな薬剤の提供が、強く求められている。我々はこれまでに茶カテキンの持つ抗菌抗ウイルス活性に注目し、エピガロカテキンガレート(EGCG)に脂肪酸を導入したEGCG誘導体を創成、その優れた抗インフルエンザウイルス1,2・抗菌活性3を報告してきた。本発表では、その脂肪酸修飾EGCG誘導体による抗ネコカリシウイルス活性に関して報告する。

【方法】

EGCG誘導体試験液(0.2％ DMSO水溶液)を調製し、試験液 900 μLに、0.2% FBS含有D-MEMで懸濁した1 x 106 pfu/mLのネコカリシウイルス(F-9株）100 μLを添加し、混合した後、20℃で一定時間反応させた。次に、前記反応液を0.2％ FBS含有D-MEMで10倍段階希釈し、その力価を、ネコ腎臓培養細胞(CRFK)を用いたプラーク形成阻害試験によって評価した。

【結果】

茶カテキンEGCGの脂肪酸誘導体であるEGCG誘導体は低濃度においても非常に優れたネコカリシウイルス不活化効果を示した。カテキン類は抗非膜ウイルス活性を有していることが知られており、今回の試験においても天然EGCGはタンパク負荷がない条件においては優れた活性を示したが、タンパク質負荷を加えた所、少量のタンパク質の添加でもその活性は著しく低下した。一方でEGCG誘導体はタンパク質を添加した系においても抗ネコカリシウイルス不活化効果を有しており既存手指消毒成分と比較しても顕著な活性を示した。

またゲル電気泳動解析と電子顕微鏡解析により、カテキン誘導体がウイルスカプシドタンパク質に結合し、ウイルス不活化に達している事を明らかにした。
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(図 ネコカリシウイルスに対するカテキン誘導体の不活化効果)

申込み連絡先　


〒420-0005　静岡県静岡市葵区北番町８１番地


（公社）静岡県茶業会議所内　茶学術研究会事務局


担当：天野


　　　Tel 054-271-5271 Fax 054-252-0331


E-mail � HYPERLINK "mailto:wbs01260@mail.wbs.ne.jp" ��wbs01260@mail.wbs.ne.jp�











